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Classifıcation of Functioning, Disability）がある。アセスメントから個別支援計画、研
究、行政、教育まで幅広い利用を想定して作成されたものであるが、その利用は一部の領
域にとどまっているのが現在の状況である。宮岸・三浦・徳永（2009）のように ICF-CY
（国際生活機能分類－小児青年版：International Classifıcation of Functioning, Disability – 
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ていた。ところが文部省が 1995 年（平成 7 年）度から臨床心理士などをスクールカウン
セラーとして試験的に全国に配置し、年々増員される中でその成果が認められ、さらに
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ICF と は、WHO の 国 際 分 類 フ ァ ミ リ ー（WHO-FIC : Family of International 
Classifications）の中心分類一つである。中心分類は国際疾病分類（ICD：International 
Classifıcation of Diseases） と 国 際 生 活 機 能 分 類（ICF：International Classifıcation 
of Functioning, Disability）、それと現在作成中の医療行為分類（ICHI：International 
Classification of Impairments, Disabilities and Handicaps）の 3 つからなり、さらに派
生分類と関連分類がある。派生分類として ICD-10 精神および行動障害に関する分類
(International Statistical Classification of Diseases and Related Health Problems 10th 
Revision)、国際生活機能分類－小児青年版（ICF-CY：International Classifıcation of 
Functioning, Disability – Children & Youth version）などがある。











義を如実に示したことであったという。ICF はその ICIDH の改訂版であるが、医学モデ
ルと社会モデルを排他的に扱うのではなくその 2 つを合わせた統合モデルとして組み立て
られている。
     Figure.１　ICIDHの関連図
疾患・変調 
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その後、様々な批判の中で議論を重ね 2001 年の WHO の総会の中で ICIDH の改訂版と


















身体構造的な問題の把握領域である。「活動」は日常生活動作（ADL： Activities of Daily 
Living）から掃除、料理などの家事や学習能力や職業能力なども含めた日常関連生活動作







































自立や全面的な参加）から問題あり（活動していないや参加していない）までを 0 ～ 4 ま
での 5 段階で評価していく（実際には詳細不明：8 や非該当：9 もある）。
環境因子の場合は、環境がプラスの影響を与える「促進因子（facilitator）」とマイナス
の影響を与える「阻害因子 (barrier)」とがある。それを評価点では、小数点以下 0 － 4 の
スケールを付けていくが、それらの小数点をマイナスに付け換えた場合は「阻害因子」、
プラスを付けた換えた場合は「促進因子」となる。
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ないが様々な問題を抱える幼児、児童生徒に対しても、この図式化を基本として整理シー
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上田（2005）の「ICF 整理シート」を元にした ICF 関連図による ICF 整理シート上に情
報を書き込んでいく方法を採用した（Figure 3）。
コード 中分類 コード 小分類 印象記述

















ｂ１３４ 睡眠機能 ????? 睡眠の量 少ない。睡眠不足のようである
ｂ１４０ 注意機能 ????? 注意の維持 やや低い。50分の授業に飽きる
ｂ１４４ 記憶機能 特に問題なし
ｂ１４７ 精神運動機能 特に問題なし
ｂ１５２ 情動機能 ????? 情動の適切性
????? 情動の制御 やや低い。怒りを抑えられない
????? 情動の範囲
ｂ１６０ 思考機能 ????? 思考の速度 高い。
????? 思考の形式 論理的思考にやや欠ける







ｂ１７２ 計算機能 ????? 単純な算術計算
????? 複雑な計算 少し低い
ｂ１８０ 自己と時間の経験の機能 ????? 自己の経験 問題なし
Table.2　心身機能の該当項目と印象記述Table 2　心身機能 項目と印象記述
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第 2 レベルまでの分類の段階で「活動と参加」だけで 132 項目、さらに下位項目があるこ
とから保育者には現実的ではない労力がかかることを指摘している。一般的な常識として
ICF におけるコーディングは、情報を共有化する上で外すことのできないものである。し








阿部利彦（2008）な～んも心配ない ! 子どものやる気・根気・勇気を引き出す ズバッと
解決ファイル（4）乱暴な子　児童心理 62(10), 978-983, 金子書房
藤井薫（2008）保育における ICF の視点の重要性　頌栄短期大学研究紀要 , 37, 37-42.
井上理絵・石橋郁子・松居紀久子・西井啓子（2015）ICF モデルとアセスメントの一考察
　富山短期大学紀要　50, 79-92.






導資料第 21 集・生徒指導研究資料第 15 集　大蔵省印刷局．
堺裕・秋山辰郎（2013）多職種における ICF モデルの活用 : ICF 希望・夢シートの開発と
その活用のためのワークショップの検討　帝京大学福岡医療技術学部紀要 , 8, 25-39.
―  322  ―
三　好　　　力　教育相談におけるICF活用の可能性
堺裕・秋山辰郎（2014）ICF モデルによる授業改善 - 知的障害特別支援学校における ICF 
学習支援シートの開発と活用 -　帝京大学福岡医療技術学部紀要 , 9, 9-24.
茂井万里絵・石川昌紀（2016）インクルーシブな保育の展開 : ICF-CY は保育実践に活か
せるか　文京学院大学人間学部研究紀要 , 17, 95-105.
上田敏 (2005) ICF の理解と活用 : 人が「生きること」「生きることの困難 ( 障害 )」をどう
とらえるか きょうされん
上田敏（2016）障害者の人権保障と障害概念 : 国連障害者権利条約を手がかりに考える 
( 特集 障害分類・診断改訂の新たな動向と発達保障の課題 )　 障害者問題研究　43(4), 
278-286.
World Health Organization（2001）International Classification of Functioning,  Disability 
and Health. World Health Organization, Geneva. 障害者福祉研究会編（2002）国際生
活機能分類―国際障害分類改訂版―. 中央法規 .
World Health Organization（2007）International Classification of Functioning,  Disability 
and Health : children & youth version : ICF-CY. 世界保健機関（WHO）・厚生労働省
統計情報部（2009）ICF-CY 国際生活機能分類―児童版―．厚生統計協会．
